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「ボリンジャーバンドで行き過ぎの銘柄を捉える」
JP法研究会

Ｖ６．１２の最近バージョンアップ内容です。

絞り込み検索「２２．ボリンジャーバンド上下抜」検索に、株価がボリンジャーバンド
の「上にある」、「下にある」の項目を追加しました。

今までのものは、ピッタリした日数「上にある」、「下にある」という検索は出来ました
が、日数は関係なく、とりあえず上、下にある銘柄をスクリーニングする事は出来ませ
んでした。

追加した項目

上にある・・・採用株価が、ボリンジャーバンド（アッパーバンド）の上にある
下にある・・・採用株価が、ボリンジャーバンド（ローワーバンド）の下にある
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前ページの条件はボリンジャーバンドが「３σ（シグマ）」なので、99.74%の確率で、
このバンドを超えることはない、という意味になります。

採用株価が、「上にある」という条件なので、この 99.74%の確率を上にはみ出している
銘柄をスクリーニングしてきます。

上にはみ出したから、この行き過ぎは続かず、下へいくのではないだろうか？という事
です。

この条件を、日足、週足、月足で順次実行してみます。

銘柄によっては、日足では高い位置にあるが、月足ではまだまだといったものもあるで
しょう。

これを日足でも週足でも月足でも行き過ぎている銘柄を拾いたいという内容です。

日足検索→週足検索→月足検索と続けて検索します。

2015/3/13 直近での結果

ボリンジャーバンド的には行き過ぎていますが・・・どうでしょうか・・・。
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２σ(95.44%の確率で収まる)の下にある銘柄をスクリーニング

そろそろ反発が期待出来そうな銘柄を探す

日足→週足→月足と検索して残った銘柄は・・・

１つのみ。この上昇相場ですから、そこまで売り込まれている銘柄はないという事でし
ょう。

Ｖ６．１２ユーザー様はこちらのページからダウンロードしてください。
「プログラム修正」
http://www.neuralnet.co.jp/user/progdl.html
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「ＸＸ日間連続して」の意味

先に説明した「上にある」、「下にある」と似ていますがこれをさらに厳しくして、
「検索日まで、ぴったり何日間、株価がボリンジャーバンドの上（下）にあるか？」を
調べるものです。

この例だと、「検索日まで、ぴったり５日間、終値がボリンジャーバンド（アッパーバ
ンド）の上にある」という条件です。

ぴったり５日間ですから、４日間、６日間上にあってはいけません。

３／１３の検索結果
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※６日前は、下にあるという事

検索日を過去にすると、３／１１

※検索日以降は、将来の事なので、実際は上か下かは分かりません。よって、将来の日
は上にあろうが、下にあろうが、どちらでもいいとなります。

ぴったり５日間、上にある

ぴったり５日間、上にある

検索日以降は、
上でも下でよい
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「バンドの収束」のスクリーニング

ある期間内のボリンジャーバンドの開き具合が、一気に狭くなっている銘柄をスクリー
ニングします。

「過去１０日間のボリンジャーバンドの上下幅が最大値と比較して７％以内に収まって
いる」という条件

３／１３の検索結果
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１０日間

最大の開き

狭まっている

過去において大きな変動があり、
かつ検索日近辺では、株価が
横ばいとなっている

2/10にMBOを発表、
暴騰後、公開買い付け株価で横ばい


